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論　　文　　の　　要　　旨
　三個の核子からなるいわゆる三核子系はラー般の多体系としての原子核の中で最も簡単な系であ
り、二個の核子の間に作用する核カに基づいてどこまで三核子系の性質を説明できるかは昏原子核
物理学の基本に関わる大切な問題である。にもかかわらず理論的困難さのために実験との比較にお
いて不満足な時代が続いた。しかるに1961年にFaddeevの提案による二体相互作用に基づいて三体
系を正確に取扱う理論の出現とその後の計算機を用いた解析法の進展とともにラ三核子系に関する
より完全な精密な実験研究の持つ意義が飛躍的に高まった。
　著者はこの点に着目してまず陽子と重陽子の問の弾性散乱についてヨ微分断面積と二つのベクト
ル偏極分解能と三つのテンソル偏極分解能よりなるいわゆる完全なセットをラこの種の量としては
世界的水準を上まわる精度で測定し現存の理論値と比較した。
　ちなみに著者が研究にとりかかった時期は本学加速器センターの諸装置の建設が終った直後にあ
たり、著者は偏極分解能測定に必要な加速ビームの偏極度の冒同センターにおけるはじめての決定
を行った。
　著者は綿密に測定を行い偏極イオン源のパラメーターを決めた。これと平行して著者は大量のデー
ターを処理するにあたって雪特定の種類のプログラムをいくつか作るのではなく里グラフィックディ
スプレーを人問と計算機の問へ入れて雪スペクトルに応じて多様な処理ができるような独特のプロ
グラムを自ら開発しSASALA（Se㎜i－A雌o　Spectru㎜A蝸1ysis　L狐g鵬ge）と命名した。
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　二及至三日ずつを一回のマシンタイムとし都合十数回のマシンタイムの問ヨその都度以前に決め
たパラメーターのチェックを行いラまた前回の測定値のいくつかを再測定して再現性を確認しなが
ら進むという方法でヨ入射重陽子エネルギー22MeVで前述の測定量の完全セットを、そして世界で
本学加速器センターにおいてのみ測定可能なテンソル偏極分解能丁。王の17と20MeVの測定を行っ
た。これはスイスとアメリカの研究の完全セットから欠けていたものを補ったもので、あわせてエ
ネルギー依存性の解析に大きく貢献した。なおスイスでの測定値がある20MeVのベクトル偏極分解
能iT。。の測定も併せて行ったところヨ両者は大きくくいちがい，その後のスイスでの再測定をうなが
す結果となりヨ彼等が直ちに再測定したiT。、の値は測定誤差の範囲で著者の得ていた値に一致すると
ころとなりラその他の量についての彼等の現測定値は徹回された。
　このように確実な測定を著者が遂行できたのはラ加速ビームの偏極状態を1つの測定量を独立に
最高効率で測定できる条件に設定したためでヨこれを着実に実行した測定は世界ではじめてである。
　次いで著者は小池、谷口，Do1escha11等のFaddeev流の計算による理論値との比較を行い，それぞ
れの理論計算において特に核力のテンソル相互作用について分離型の範囲でいくつかの変更が工夫
されたが、いずれの理論値も実験値の概形をあわせられるがなお定量的な一致が見られないことを
示し，近い将来すみやかに現実的な核力による計算が行われることの必要性を強くうながした。な
おまたヨベクトル偏極分解能には核カのP状態が主に効くとされていたところをラ今回の系統的な
測定結果からテンソン相互作用もかなり寄与することを結論できた。
　重陽子分解反応における偏極分解能についてはラこれまではベクトル偏極分解能の測定しかなく，
しかも二核子系の三重S状態が主として寄与する前述の弾性散乱の場合とヨ重陽子の分解後の二核子
間で一重S状態が羊として寄与する場合であまり差が見られないという結果にとどまっていたがヨ著
者はこれにはエネルギー依存性があり得ると予見しラかつラ上記測定のヱネルギー（45MeV）が重
陽子の分解エネルギーにくらべて高すぎるという見解のもとに、22MeVにおいてベクトルおよびテ
ンソル偏極分解能の測定を開始した。
　その結果ラ著者の予見は見事に当りヨベクトル偏極分解能iT。王については弾性散乱の値の約五分の
一ヨT。王については逆に弾性散乱のそれの2倍以上という結果を得た。またT。。については最大値は
ほぼ等しいがその最大値があらわれる角度は50度もずれていることが分った。
　著者は今回の結果をこれまでの結果と比較してヨベクトル偏極能江uは著しいエネルギー依存性を
持ち、テンソル偏極能丁。。とT。。は22MeVにおいてすでにかなりの値を持ち、エネルギーの増加とと
もにゆるやかに増してゆくことをはじめて示した。またテンソル偏極分解能丁。至について得た大きい
絶対値の値は王OMeVまでの重陽子分解反応についての測定値の中でこれまでに得られた最大のもの
でありヨまたこの量についての測定が少ないことからヨ既述のエネルギー依存性への知見とともにヨ
今後の理論的解析への重要な資料を提供したといえる。
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審　　査　　の　　要　　旨
　著者が本学加速器センターにおいてはじめて決定した加速ビームの偏極度はその後多くの研究者
が利用しラかつヨしばしば行われた独立な自らならびに他者のチェックに耐えたことは，著者の実
験に対するセンスの良さと綿密さによるものと考えられる。また著者が人間と計算機の対話という
独得なアイデイアで柔軟性と多様性をもつデーター処理のプログラムSASALAを開発したことは骨
測定量の多様さと抽出すべき物理量との関係に関する深い理解と計算機に対する豊かな経験を示し
ている。
　さらに著者は弾性散乱については。精密な測定値を得て、いくつかのエネルギーで完全セッートに
よる理論的解析への道を展き，昨夏の米国における偏極現象国際会議においても著者のデーターが
しばしば引用され、特に著者の今回の測定の特色ともいうべきテンソル偏極分解能丁。。が現在のFaddeev
流の計算と大きくくいちがう点が強調されヨまたスイスの研究者の再測定をうながすなど。実験理
論の両面にわたってこの分野の国際的進展に大きく寄与した。重陽子分解反応についても在来の通
説をくつがえし二核子状態の効き方に大きな指針を与え得た。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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